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ご 挨 拶
このたびの新型コロナウイルスで亡くなられた方、罹患された皆様、感染拡大により生活に影響を受けられ

ている皆さまに、心よりお見舞いを申し上げます。
また、日々市民のため昼夜を問わず最前線でご尽力されている医療従事者やそのご家族の方々に
は、心から感謝申し上げます。
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皆様のご意見、ご要望をお待ちしております。

新型コロナウイルスの感染予防のため除菌・消毒用のア
ルコール液剤の品薄状態が続いています。
ウイルスの消毒は全てアルコールで行うもの思われてい

ないでしょうか。手指消毒は、石鹸による手洗いが第一で
す。そして身近な物の消毒は、家具用洗剤のマイペットや
バスマジックリン、台所用洗剤では、チャーミーやジョイ
などの洗剤に使用されている界面活性剤の有効性が確認さ
れています。
感染は続いています。正しい知識を身に着けて、感染を

防ぎましょう。

令和２年
５月臨時会

令和２年５月臨時会は、５月１日、１日のみの開催となりました。
一般会計補正予算では、新型コロナウイルス感染症の拡大を防止する取組として、テレビコマー

シャルや新聞広告などを通じた市民向けの感染啓発キャンペーンに要する経費４,７０７万円、家
計への支援として市民ひとりにつき１０万円を配布する特別定額給付金事業４１６億８,６６１万

円をはじめ、介護サービス事業所の利用自粛要請協力支援事業
３,６７３万円、保育施設の利用自粛期間中に保育等を行った
祖父母への給付金、保育所等利用自粛協力支援事業や一人親子
育てや生活支援事業等に要する経費２億６,９６８万円、ＰＣ
Ｒ検査の件数増加に対応する経費２億８,７３８万円、更には、
地域経済を支える取組みとして、県の休業等の要請に応じた中
小企業及び個人事業主に対する協力金支給に要する経費５億９,
１５５万円、中小企業者の経営基盤の安定を図るための貸付事
業に係る利子助成金４,４１４万円など、総額４２９億７,４１
０万円を原案通り可決しました。

COVID-19の3DCG模型

その他の事業としては、市長を含めた特別職の６月の期末手当を半額に削減することとし、それによ
り生じた一般財源については、今後のコロナウイルス感染症対策に必要な経費に充当するため、新たに
「富山市新型コロナウイルス感染症対策基金」を創設することとしました。

特別定額給付金の申請書



ては、自主的にマスクの着用や、衛生管理をお願いす
ることが難しい方も多く、また、交流の場でもある食堂や、
共用する浴室では、食事や入浴を介して利用者間の感
染が起きやすい環境であると言われております。
この度の介護老人保健施設発生したクラスターについ
ては、感染源は特定はできませんでしたが、施設にお
ける初動対応の遅れや、施設の環境が利用者間や、利
用者と職員の間での感染の拡大を招いたものと考えて
おります。

問 高齢者施設において、クラスターが発生した要因について所見を問う。
答 介護保険施設は、着替えや食事、排泄や入浴など日常生活全般に看護や介護が必要な方々が利用され

るものであり、職員と利用者とのいわゆる「密」を避けることができない常に感染リスクを伴う環境にあります。
施設職員等については、マスクの着用や手指消毒等は徹底されていたところでありますが、利用者につい
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令和２年
６月定例会

令和２年６月定例会は、６月１１日から６月２４日までの１４
日間にわたって行われました。
一般会計補正予算では、新型コロナウイルス感染症に関連する

経費として、障害福祉サービス事業所における感染防止用品購入
補助金や施設利用自粛協力支援業務給付等で２,９５５万円、感
染拡大を防止する取組として、小中学校の臨時休業による学童保
育の開所時間拡大等に伴う経費等１億４,１１０万円、保育所に
おいての感染防止用品購入費として６,２５９万円、子育て世帯
の生活を支援するため、児童手当受給世帯に対し、児童一人につ
き１万円を支給する「子育て世帯への臨時特別給付金」等で５億

５,３７１万円、ひとり親の経済支援として、５月臨時会での「ひとり親生活支援事業給付金」等
に加え、児童扶養手当受給世帯に対し３万円を支給する「ひととり親家庭支援給付金」６,６７１
万円、農林水産業を支える生産者や加工業者を応援するための販売促進イベントの開催に要する経
費１,４２１万円、国が実施する「ＧＯ ＴＯキャンペーン」に合わせて観光客を富山へ誘客するた
め、路面電車の無料券や飲食店の割引クーポンなどをセットにしたパスポートを配布する経費等に
２,５３０万円などを計上しました。
新型コロナウイルス感染症以外の案件では、国・県の追加承認に伴う河川の整備や橋りょうの維

持補修、港湾の保全工事などに要する経費などの補正を行うもので、それら全てを含め一般会計補
正予算額を総額３０億８,２４７万円としました。
特別会計では、企業団地造成事業などで３,５８３万円を追加しました。
企業会計では、病院事業において感染リスク低減のため、医療従事者が着用する防護具の購入や、

感染の疑いがある患者を隔離して診察するため、プレハブ製の発熱外来を設置する経費として合計
３,７６０万円を追加することとしました。
また、６月定例会初日に、市のコロナ対策に充てるため、７月から来年３月までの政務活動費を

半額、１２月の期末手当を１割減額する条例改正案を賛成多数で可決し、最終日に「新型コロナウ
イルス感染症対策基金」にカットした３,０４８万円を積み立てることとしました。

クラスターについては、施設における初動体制の遅れである

新型コロナウイルス感染症対策の評価について
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新型コロナウイルス感染防止用品

tomasaさんによる写真ACからの写真

介護福祉施設での介護イメージ
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問 再び感染拡大が発生した時に、市民サービスをどのように
維持していくのか。

答 コロナとの共存が必要な今後の社会に柔軟に対応するため、
本市における在宅勤務の本格的な導入について検討を進め
ているところであります。更に、多数の人が一堂に集まる
形での会議等をできる限り避けるため、本庁舎及び出先機
関の施設において「Web会議システム」を導入するための
補正予算案を今議会に提案しているところであり、感染防
止と業務の効率化の取組についても、可能なものから実施
したいと考えております。
万一、職員がコロナに感染し、職員間で感染が拡大するこ
とによって組織が機能不全に陥り、市民サービスの継続が

問 新型コロナウイルス禍で、誹謗中傷が多く見受けられたが、
こうした現状に対する市長の見解は。

答 社会が一丸となってこの危機を乗り越えるべき状況にある中、
感染症対策に取りくむ医療従事者等へのＳＮＳ等による誹謗
中傷が全国的に多発し、大きな社会問題となったところです。
昼夜を問わず最前線で尽力されている医療従事者や感染者、
更にはそのご家族の方々に対し、こうした誹謗中傷や、様々
な場面での心無い言動があったとすれば、大変に残念なこと
と考えております。こうした感染症を理由とした差別や偏見、
いじめなどの行為は明らかな人権侵害であり、決して許され
ることではありません。
また、こうした差別的取扱いにより、感染が疑われる症状が
出ても、検査のための検診や、保健所への正確な行動歴の情
報提供をためらうなど、感染拡大を招きかねないことや、医

いかなる事態が生じても、行政サービスが提供ができるよう最善を尽くす

課題は、急激に感染者が増加したことによる医療圏をまたいでの入院調整

スター対策班の協力が得られたことなどの対応が、個々の感染拡大の低減につながったものと認識して
おります。新型コロナウイルス感染症対策の業務については、福祉保健部全体で協力体制を取りながら
対応してきたところです。①多くの相談が寄せられ、電話が通じにくくなることがあったこと。②PCR検
査対象者が増加し、受診調整に苦慮したこと。③急激に感染者が増加したため、保健所での対応が困難
となり、県による医療圏をまたいでの入院調整が必要となったこと。等が課題として挙げられます。

問 県内初の感染者が確認されてから、これまで本市がとっ
てきた感染症対策の評価と課題は。

答 富山県は、人口10万人当たりの感染者数が全国でも上位
にあり、5月18日までに県全体では227名、そのうち192
名が富山市となっておりますが、それ以降は、新たな感
染者は報告されておりません。
感染拡大を最小減に抑えるため、①濃厚接触者について
は、外出自粛の要請を速やかに行えたこと。②不特定多
数の人や、高齢者、障害者が利用する施設等の代表者の
理解をいただき、施設名等を公表することができたこと。
③濃厚接触者全員のPCR検査を実施したこと。④クラス
ターが発生した２施設については、県を通じて国のクラ

人権に配慮した冷静で慎重な行動を心掛ていただきたいと強く願う

療従事者の業務や生活に支障が生じることにより、医療現場の混乱に繋がるものと考えます。
世界では感染症が再流行する兆しを見せた国の事例もありますことから、市民の皆様には、引き続き、
気を緩めることなく、国や地方自治体などの公的機関が発する正しい情報に基づき、感染拡大の防止
に努めていただくとともに、併せて、不確かな情報を広めない、差別的言動を行わないといった、人
権に配慮した冷静で慎重な行動を心掛けていただきたいと強く願っております。

ネットによる誹謗中傷のイメージ

困難な状況になることは何としても防がなければなりません。市では、今後ともいかなる事態が生じて
も、継続して一定の行政サービスの提供ができるよう最善を尽くしてまいりたいと考えております。

富山市の行政事務を取り扱う富山市役所本庁舎

ウイルス検査のイメージ
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当初予算の組替えについて
管理について
問 新型コロナウイルス感染症拡大の影響を踏まえ、一般会

計予算の見直しを行う必要があると考えるが見解を問う。
答 歳出・歳入予算の両面で様々な影響が出てきますが、追

加の財源が必要になった場合の対応として、当初予算を
見直すことも必要になると考えております。具体的には、
①当初の計画どおりに予算が執行されない事業の歳出予
算の減額 ②減収補填債や、地方税の徴収猶予によって
生じる減収分を補填する徴収猶予特例債の活用 ③新型
コロナウイルス感染症対策基金や財政調整基金の活用な
どが考えられます。予算の見直し時期については、各種
の影響は、これから本格的に表面化してくると考えてお
り、影響がより具体的に見えてきた時点で検討してまい
りたいと考えております。

問 本市の保健所の職員を増員し、体制強化を図る必要がある
と考えるが所見を問う。

答 今回のコロナウイルス感染症対策は、保健所内で役割分担
をしながら、また、福祉保健部内でも、福祉政策課が連絡
調整や広報機能を担ったほか、各保健福祉センターから保
健師が応援に入り、応援体制を臨機応変にとってきたとこ
ろであります。しかしながら、本市において4月から5月に
かけて感染者が急激に増加した結果、感染者の疫学調査な
どの業務が急増したことから、職員への負担が大きくなっ
たところであります。今後は、次の流行に備えるため、今
回の対応状況を検証し、応援可能な事務の範囲を整理する
とともに、マニュアル化するなど、事務職も含めた応援体
制の整備を図ってまいりたいと考えております。

影響がより具体的に見えてきた時点で検討していく

保健所業務について

応援可能な事務の範囲を整理し、事務職も含めた応援体制の整備を図る

的にイメージいただけるよう、厚生労働省から、今後、
日常生活の中で取り入れていただきたい実践例が示さ
れました。

新型コロナウイルス感染症は、無症状や軽症の人で
あっても、他の人に感染を広げる例があります。自らを
感染から守るだけでなく、自らが周囲に感染を拡大さ
せないことが不可欠です。一人ひとりの心がけが何より
重要です。

５月４日、新型コロナウイル感
染症専門家会議からの提言を
踏まえ、新型コロナウイルスを想
定した「新しい生活様式」を具体
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